
 

 

 

 

 

 

 

 

 本会行事 

 ◆地引網大会 

 日 程：２０１９年４月２７日（土） 

 時 間：１０：００集合 

 場 所：片瀬海岸 網元「殿網」 

 ◆第７回定時総会 

 日 程：２０１９年６月７日（金） 

 場 所：ロイヤルホールヨコハマ 

 

 法定講習 

 ◆平成３１年度 第１期 建築士定期講習 

 ※平成２８年度（平成２８年４月１日～平成２９年３月３１日） 

   に前回の定期講習を修了された方が対象となります。 

 日 程 ・ 場 所： 

 ①２０１９年５月３１日（金） 横浜市技能文化会館 

 ②２０１９年６月２７日（木） 神奈川県民ホール 

 ◆平成３１年度 第１期 管理建築士講習 

 日 程：２０１９年６月１２日（水） 

 場 所：神事協２階会議室 

 

 ≪予告≫ ※詳細は後日お知らせ致します。 

 ◆改正業務報酬基準講習会 

 日 程 ・ 場 所： 

 ①２０１９年７月５日（金） ユニコムプラザさがみはら 

 ②２０１９年７月２２日（月） 横浜市技能文化会館 

 

  ◇◆平成３１年度 日事連建築賞 作品募集中！◆◇ 

～神事協への応募締切～ 

２０１９年４月２６日（金） １６：００必着 

 ※詳 細：日事連ＨＰ（URL：http://www.njr.or.jp/prize/） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お知らせ 

◆事務所登録情報の変更について 

 事務所登録関連にて変更がございましたら、変更の届出が 

 必要です。下記の表をご確認頂き、①建築士事務所登録 

 事項変更届、②会員変更届を各所定の提出先までご提出 

 下さい。 

 ※記載方法等 詳細はホームページよりご確認下さい。 

 ※事務所登録情報と会員情報は別の登録となります。 

＜変更内容＞ 

＜届出の必要有無＞ 

①建築士事務所 

登録事項変更届 
②会員変更届 

事務所名称 ○ ○ 

事務所所在地 ○ ○ 

TEL、FAX 

○ 

※TEL,FAX のみ 

変更は要問合せ 

○ 

E メール  ○ 

開設者名 

（個人は姓名、 

法人は法人名） 

○ ○ 

開設者所在地 

（自宅住所、 

本店所在地） 

○  

法人の代表者 

及び役員 
○ 

○ 

※代表者の変更 

のみ 

管理建築士 ○ ○ 

指定代表者  ○ 

所属建築士 ○  

提出先 

神奈川県建築士

事務所協会 

登録課 

所属支部の 

支部長 または 

支部事務局 

当協会ホーム 

ページからの書式

ダウンロード 

「建築士事務所 

登録」 登録事項 

変更届 

会員ページ 

「会員関係書式 

ダウンロード」 

◇◆ご不明点等は各提出先へお問い合わせ下さい◆◇ 
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平成 31年 4月 

一般社団法人 神奈川県建築士事務所協会 
〒231-0032 横浜市中区不老町 3-12 第 3 不二ビル 2 階 

TEL : 045-228-0755  /  FAX :045-212-3807 
E-mail : info@j-kana.or.jp 

URL: https://www.j-kana.or.jp/ 

〈今後の講習会等開催日程のお知らせ〉 

～各講習会等の詳細はホームページ（URL: https://www.j-kana.or.jp/）よりご確認下さい～ 

当協会ホームページ（会員ページ）にて カラー版「瓦版」を公開しております。会報「かながわ」のページをご覧下さい！ 

広報情報委員会からのお知らせ 

◇◆広報誌への寄稿のお願い◆◇ 

 

表紙写真・「建築探訪」・「会員仕事紹介」・「旅行記」 

原稿を募集しております。 

事務局まで"どしどし"ご応募ください！ 

 

http://www.njr.or.jp/prize/
https://www.j-kana.or.jp/


 
青年交流専門委員長 森安啓司 

木造専門委員会 伝統構法部会長 山中信悟 
 

 「地域技術者が守る伝統的木造建築物」というキーワードで、青年交流専門委員会と伝統構法部会の若い

技術者の「知ってみたい」という声をきっかけに共同開催出来たことは非常に大きな意義があることだと感

じています。講師は全国的な事例をもとに、伝統的木造建築物の診断・設計方法をマニュアル化した、JSCA
関西の樫原健一氏にお願いしました。 
 限界耐力計算法とは、古い建築物を後世へ残す手法の一つとして、2000 年改正の建築基準法施行令に追

加された性能設計のひとつです。関西方面では、官民共同で伝統的木造建築物の保存に採用されています。

昨年、「歴史的建築物の活用に向けた条例整備ガイドライン」に明記され、全国に一斉に浸透していく元年

となっています。 
 神奈川県下ではまだ数は少ないものの各行政にて関心が高まっている診断方法でもあり、実際に公共事業

としての発注実績もあります。神奈川県建築士事務所協会が業界団体として学ぶ機会を設けることができた

ことは、非常に有益だったと思います。ガイドラインに明記されてから１年以内に、近年の被災地以外で他

都県に先駆け講習を開催したことで、会員外の参加も 30 名ありました。 
 今回の講習会では、最新の事例や実験結果を惜しみ

なく紹介をしていただき、以前に講座（詳細は会報 3
月号参照）を受けられた方でも新鮮な内容だったと思

います。 
 今後の反響によって、これからもこのような機会を

作り進めていければと考えています。 
 最後になりますが、地域に存在する伝統的木造建築

物が地域技術者の手により活かされ伝えられていく歩

みが続くことを期待しています。 
 

*********************************************************************************************** 
横浜支部 副支部長 梅原義信 

       

 2019 年 2 月 11 日～17 日の 1 週間、横浜支部は、みなと

みらいサブウェイギャラリーＭにて「建築しごと展」を開

催しました。 
 会場は去年も使用したギャラリーであり、早くから実行

委員会を立ち上げました。会場構成は、仕事パネルの展示、

相談コーナー、模型コーナー、そして映像コーナー（今回

はフランクロイドライトの映像）を設け、より楽しめる様

に工夫しました。 
 
 
 
 2 月 16 日には、ワークショップとして「おりがみ建築

をつくろう」、さらに建築セミナーとして福井通先生によ

る「ヴァナキュラーな建築」と題した講演会を同じ会場

で開催しました。 
 今回は告知として地下鉄に広告を出したこともあり、

多くの人に見てもらうことができ、手応えのある展示会

となりました。 

『地域技術者が守る伝統的木造建築物』 

講習会（2 月 4 日） 

横浜支部しごと展（2 月 11 日~17 日） 
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